




の時間数は、1650 時間から 1800 時間となった。介護実習に関しても、旧カリキュラムの「介護実習















　介護福祉士養成課程における新カリキュラムが 2009 年に導入されてから、2 年課程では介護実習
450 時間以上の実施となり内容も、各養成施設に委ねられた。このことは、各養成施設の教育の差
が歴然となり教員若しくは施設実習指導者の教育力が問われる厳しいものであると考えられる。こ








Evaluation Standards for Care Worker Practicum

















　表 1 に示す通り、本学は厚生労働省の指定時間（450 時間）よりも多くの時間数を費やしている現





針を保持しつつ少しでも学生負担を軽減するため平成 26 年度より、59 日間、472 時間の介護実習実
施とした。
表 1　本学の介護実習の時間数
H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度
介護実習Ⅰ
特養 ボランティア3 日間
3 日間 3 日間
24 時間 24 時間
GH
5 日間 5 日間 5 日間 5 日間 3 日間
40 時間 40 時間 40 時間 40 時間 24 時間
リハ HP
5 日間 5 日間 5 日間 5 日間 5 日間
40 時間 40 時間 40 時間 40 時間 40 時間
在宅
7 日間 7 日間 7 日間 5 日間 3 日間
56 時間 56 時間 56 時間 40 時間 24 時間
障害
10 日間 10 日間 10 日間 8 日間 7 日間
80 時間 80 時間 80 時間 64 時間 56 時間
老健
10 日間 10 日間 10 日間 8 日間 8 日間
80 時間 80 時間 80 時間 64 時間 64 時間介護実習Ⅱ
特養
7 日間 7 日間 7 日間 7 日間 7 日間
56 時間 56 時間 56 時間 56 時間 56 時間
長期
23 日間 23 日間 23 日間 23 日間 23 日間
184 時間 184 時間 184 時間 184 時間 184 時間
総日数 67 日間 67 日間 67 日間 64 日間 59 日間






　対象者は、H22 年度在学生（15 名）、H23 年度在学生（11 名）、H24 年度在学生（19 名）とし、対





　また、A は、「よくできる」。B は、「できる」。C は、「指導を受けなんとかできる」。D は、「再学
習を要す」と評価してきた。
表 2　平成 24 年度までのコミュニケーションに関する評価








　対象学生とした H22 年度在学者～ H24 年度在学者（3 年間）に対して、介護実習指導者は、「身体・
生理的変化」の項目に、全ての学生を同一の評価としていたのが、介護老人保健施設（6 施設）中、
1 施設。H22 年度在学者～ H23 年度在学者（2 年間）では G/H（4 施設）中、2 施設、介護老人保健
施設（6 施設）中の 2 施設であった。
　また、「尊重した態度」の項目では H22 年度在学者～ H24 年度在学者（3 年間）の受け入れ学生全
てを同一の評価としていたのが G/H（4 施設）中の 1 施設であった。H22 年度在学者～ H23 年度在
学者でも介護老人保健施設（6 施設）中、1 施設であった。
　更に、H22 年度在学者～ H24 年度在学者では、「個人史」の項目では介護老人保健施設（6 施設）中、


























表 2 に示す通り、平成 24 年度まではコミュニケーションに関する評価は 3 項目であった。この基


























































表 5　介護実習評価（平成 25 年度）
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